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一般社団法人ねこのて

理事長 戸田由美子



わかば荘の成り立ち

２０１０年（平成２２年）３月 一般社団法人ねこのて設立
４月３０日わかば荘オープン



わかば荘

当初は、無料定額宿泊所の申請を行わず
近隣の了解をとれないため



宿泊所の運営を希望

〇生活相談員で勤務した宿泊所の経験
居場所

〇公園のアウトリーチで、皆さまから聞いた話をもとに
鍵のかかる個室
室内に机



狭く薄い壁だが、鍵のかかる個室
当初から、宿直を置き、２４時間職員がいる体制を作った。
社会福祉士の仲間がボランティアで手伝ってくれた。
同じ釜のメシを．．．
食事を大事にした。手作りの毎日日替わりの夕食を提供。
お誕生会のお祝い、就労が決まった時、退所をお赤飯で祝った。
退所後も、クリスマス会に来てもらう。



わかば荘が、在籍者だけでなく、退所者の居場所になること

アセスメントをしっかり行う。
臨床発達心理士がボランティアで来てくれて、心理テストと心理
アセスメントを行う。
個別の計画書を作成

知的障害に充当する人が多かった。
心理士から説明し、その後こちらからも説明をし愛の手帳の取得
をしてもらった。
手帳の取得は、本人たちの自立へ向けてのツール

わかば荘から転居後また、家を失うような
ことにならないこと



近隣との関係

開設間もなく、町会への入会を勧められ、新年会に誘われた。
町会の催し（祭り、盆踊り）に参加。
町会の消防訓練に参加。

２０１６年（平成２８年）から「こども食堂」を始める。
宿泊所ではなく、こども食堂の．．．と言われるようになった。





２０１１年７月より
一軒家と一緒に借りたためB棟オープン
居室計２３室



無料定額宿泊所の申請

２０１５年（平成２７年）無料定額宿泊所申請
定員１５名
近隣の了解は、近いほど良い顔されなかった

支援方針
発見、つなぐ、連絡、調整、代弁、助言、寄添い

プライバシーとパブリックの確保

これまでの、支援を継続
都営住宅の特別割り当てを受けられるようになった



日常生活支援住居施設 申請

２０２１年５月１日付受理

定員 １５名
職員 ７.５：１ → 現在 ５：１（常勤1，非常勤４）
重点的要支援者 ８/１３
宿直員 １７：３０ー翌９：３０ （非常勤８名）
食事 朝食、夕食



利用者像（2023.1.1現在）

在所者 １４名(1名入院中） 男性

年齢 平均57.3歳 最高齢78歳 最年少23歳
20代１人．30代１人，40代１人，50代３人，
60代前半３人，60代後半3人，70代２人

在籍 1か月未満１人，3か月未満３人，6か月未満１人、
1年未満５人，２年未満３人

就労 ２人



健康状態 良好 １人、通院１４人、

障害 精神３人，
知的１人，
身体 ２人

介護 要支援2 1人(見直し中）

上記以外の重点的要支援者 ４人



支援 同行：通院、法律事務所、役所、手帳申請
手続き
服薬管理

サービス 訪問看護師、デイサービス、福祉用具

紹介 医療機関、弁護士、



日住になって

支援は、変わらない。
愛の手帳を申請取得後に居住区以外の実施機関の区が支援を
受けてくれた

常勤を雇うことができたが、ボーナスは出せない。
非常勤の宿直員、調理員は最低賃金しか出せない。
水光熱費や食材費の高騰分を委託費でまかなう状態

わかば荘は、賃貸物件。建物が昭和３５年の建物、後何年もつか
わからない。



元日の朝のおせち
元日の夜のすきやき
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